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1.組織の概要

（1）会社名及び代表者名及び組織図

株式会社 丸升増田本店 代表取締役 内山 恭子

昭和36年1月18日

札幌市中央区北7条西15丁目28番地11　中央カクマンビル2階

5,000万円

https://www.masuda-net.co.jp/

(２)他事業所の所在地及び取得認証
札幌西支店 札幌市手稲区 廃棄物再生事業者事業登録  

札幌平和通支店 札幌市白石区 廃棄物再生事業者事業登録

旭川支店 旭川市 廃棄物再生事業者事業登録 ＥＡ２１

函館支店 函館市西桔梗 廃棄物再生事業者事業登録

北広島エコファクトリー 北広島市北の里 廃棄物再生事業者事業登録 ＥＡ２１ ISO27001:2005

東北営業所 青森市三内丸山 廃棄物再生事業者事業登録 ＥＡ２１

小樽エコファクトリー 小樽市銭函

株式会社丸升増田本店　　　　札幌市中央区 一般社団法人 機密情報抹消事業者協会 正会員 R140008

所 在 地

資 本 金

社 員 数 105名

設 立 年 月 日

Ｕ Ｒ Ｌ
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（３）環境管理責任者氏名及び連絡先
環境管理責任者　管理部長　三塚 順昭

TEL：011-632-0311 FAX：011-632-0211 E-mailinfo@masuda-net.co.jp

（４）事業規模　2021年4月1日～2022年3月31日

（５）保有車両
保有車両台数一覧表（全社）

（６）処理施設
処理機器一覧表（全社）

17 　　　〃 ウエノテックス 2軸破砕機 15kw×2 1.5t/h

95kw（125HP）

　　　〃

19

12

13

14

15

16

18

　　　〃

小樽EF

10

11

御池鐵工所

選別コンベア

　　　〃

　　　〃

RPF成形機

5t／h

6t／h

2.5～3t／h

5～7t／h

7～10t／h

5～7t／h

5.5kw（4HP）

2.2kw(2HP）

132kw（100HP）

22kw（17HP）

75kw 3.52～4.64ｔ/ｈ

0.6ｔ/ｈ

1～3t／h

搬入コンベア

選別コンベア

原料投入コンベア

ベーラー

破砕機

排出コンベア

二次破砕機

プレスマシン

0.75kw（1HP）

37kw（50HP）

75kw

1kw（1HP）

5～7t／h

1

2

種　　別

7～10t／h

ワット数 (HP)

ベーラー

ベーラー

　　　〃

事　業　所　名

札幌西支店

　　　〃

札幌平和通支店

　　　〃

　　　〃

　　　〃

函館支店

北広島ＥＦ

旭川支店

5

昭　　和

　　　〃

ベーラー

37kw（50HP）

メーカー

東京自働機械

処理能力

7～10t／h

5～7t／h

7～10t／h

5～7t／h

　〃

9

1

1

1

２ｔ未満

3６ｔ～１０ｔ未満

２ｔ～４ｔ未満

ｷｬﾌﾞｵｰﾊﾞｰ パッカー車 バン形状(最大積載量)

1

2

3

4

ﾌｯｸﾛｰﾙ

2

単位：台数

合計

16

19

3

6 13

13

計

計

4

37kw（50HP）

14 10

75kw（100HP）

選別コンベア

　　　〃

東北営業所

3

東京自働機械

　　　〃

　　　〃

　　　〃

1

４ｔ～６ｔ未満

10～13t／h

5

8

2

5

20

〃

昭　　和

昭　　和

１０ｔ以上5

4822

1

1

2

9

2

　　　〃

川口紙工

ベーラー

1

2

3

4

6

7

8

9

フォークリフト

クランプリフト

ショベルローダ

4

ホイールローダ

　　　〃

75kw（100HP）

75kw（100HP）

37kw（50HP）

ベーラー

37kw（50HP）

30kw（40HP）

選別コンベア

5～7t／h

8

20.00

函館支店

9,573.72

190.52

23

340.68

旭川支店地方西支店

15,554.60

326.0

13

149.82

従業員数(人)

延床面積

事務所(㎡)

工場(㎡)

処理量(t)

売上高(百万円)

敷地面積(㎡)

952.20

4,176.92

(借地5､104m2)

155.00

建物計(㎡) 905.10

206.02

18,539.45

499.81

1,132.97

2,479.97

182.00

232.00

3,385.002,213.24

20,828.81

小樽ｴｺﾌｧｸﾄﾘｰ

0.00

64.95

8

439.00

513.21

東北営業所

8,391.64

628

191.80

1,552.20

1,744.00

4,027.87

50.00

418.79

北広島ｴｺﾌｧｸﾄﾘｰ

600.00

620.00

1,983.54

14

56.70

763.32

820.02

87.53

4

155.00

155.00

本社

2,922.32

平和通支店

16,617.22

81.00

824.10

1,652.93

983.15
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2.対象範囲、認証・登録事業所

（１）事業内容

古紙収集運搬・選別・加工、製紙原料の販売業務

産業廃棄物収集運搬及び処分業 機密文書の機密抹消およびリサイクル

（２）対象範囲 ※次年度にサイト認証で申請いたします

株式会社 丸升増田本店 本社 所在地

管理部部長　三塚 順昭 〒060-0007

開設年月日 昭和36年1月18日 札幌市中央区北7条西15丁目28番地11

　　　　　　　　　中央カクマンビル2階

株式会社 丸升増田本店 北広島エコファクトリー 所在地

工場長　細川　修 〒060-0007

開設年月日 平成13年3月9日 北広島市北の里７０番地３

株式会社 丸升増田本店 旭川支店 所在地

工場長　土田 勝麿 〒070-0028

開設年月日　昭和46年11月17日 北海道旭川市東８条５丁目３－２

株式会社 丸升増田本店 東北営業所 所在地

工場長　外崎 太一 〒038-0031

開設年月日　平成15年4月2日 青森県青森市大字三内字丸山393-82

（３）レポートの対象期間及び発行日

対象期間：2020年4月1日～2021年3月31日

発 行 日：2022年5月18日

（４）許可内容

一般廃棄物処理施設設置許可（認証対象事業所）

一般廃棄物収集運搬業・処分業（認証対象事業所）

H30-0-2

許可範囲

圧縮・梱包
紙くず（新聞、雑誌、ダンボール、牛乳パック）

圧縮施設
可燃ごみ（紙類）

圧縮施設
可燃ごみ（紙類）

破砕施設
可燃ごみ（紙類）

許可年月日

北広環境指令第72号

北海道

北海道

北海道

青森市

平成12年3月31日

平成25年10月25日

平成12年9月26日

平成31年3月27日

対象
支店名

環廃第１３－１６号

東北営業所

収集運搬業
一般廃棄物（紙くずに限る）

許可番号 許可年月日
対象
支店名

許可範囲

（有効年月日）

令和2年7月22日

北広島EF

北広島EF

許可番号

北広環境指令第71号

石環生第３２１３号

環廃第２１－１５号

旭川支店

都道府県市

処分業
一般廃棄物（紙くずに限る）

北広島EF
令和4年7月21日

令和2年7月22日

令和4年7月21日

北広島市

北広島市

都道府県市
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廃棄物再生事業者登録証明書（全社）

産業廃棄物収集運搬業（全社）

産業廃棄物処分業（全社）

取得拠点名

札幌西支店

札幌平和通支店

旭川支店

函館支店

北広島エコファクトリー

青森県 第9号 令和1年9月12日 東北営業所

北海道 平成5年6月23日

古紙の再生

許可番号

第14号

古紙の再生

古紙（ｼｭﾚｯﾀﾞｰ古紙を含む） 圧縮・梱包

再生方法

平成13年12月25日

第17号

北海道 第72号

古紙の再生

古紙の再生

事業内容都道府県

北海道

北海道

北海道

第15号

第20号

許可年月日

平成5年6月23日

平成5年6月23日

平成5年8月16日

古紙の再生

令和5年3月18日

青森県 201038172
平成30年7月9日

優良
第00110038172号

平成28年3月31日

令和5年6月3日
● ●

都道府県 許可番号
許可年月日
有効年月日

コ
ン
ク
リ
ー

ト
く
ず
及
び
陶

磁
器
く
ず

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
さ

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

燃
え
殻

●

が
れ
き
類

ば
い
じ
ん

● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

鉱
さ
い

●● ● ● ●

●● ●

●北海道

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

●

処分方法
(北広島EFのみ)

破砕・圧縮

破砕

ＲＰＦの製造

都道府県 許可番号

● ●

●

● ●

●

● ●

許可年月日

有効年月日

コ
ン
ク
リ
ー

ト
く
ず
及
び

陶
磁
器
く
ず

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

● ● ●

圧縮 ● ● ●

溶融 ●

平成29年4月26日
令和6年4月22日

北海道
優良
第00120038172号

（発砲スチロールに限る）

特別管理産業廃棄物収集運搬業（全社）

北海道 ●
平成30年3月28日

(pH12.5以上
のもの)

許可証
(第2面記載の
とおり。)

● ●

(pH2.0以下
のもの)

(揮発油類、
灯油類及び
軽油類)

許可番号
許可年月日

有効年月日

●
令和5年3月27日

廃油

第00150038172号

廃酸 廃アルカリ
特定有害

産業廃棄物

都道府県

● ●

●北海道

青森県

都道府県 許可番号
許可年月日
有効年月日

汚
泥

が
れ
き
類

ば
い
じ
ん

● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

鉱
さ
い

●● ● ● ●

●

動
植
物
性
残
さ

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

燃
え
殻

●

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

繊
維
く
ず

令和5年3月18日

● ●

コ
ン
ク
リ
ー

ト
く
ず
及
び

陶
磁
器
く
ず

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

紙
く
ず

木
く
ず

201038172
平成30年7月9日

優良
第00110038172号

平成28年3月31日

令和5年6月3日

溶融 ●

平成29年4月26日
令和6年4月22日

北海道
優良
第00120038172号

破砕

ＲＰＦの製造

● ●

許可年月日

有効年月日

●

金
属
く
ず

（発砲スチロールに限る）

コ
ン
ク
リ
ー

ト
く
ず
及
び

陶
磁
器
く
ず

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

● ● ●

ガ
ラ
ス
く
ず処分方法

(北広島EFのみ)

破砕・圧縮

圧縮 ● ● ●

●

都道府県 許可番号

● ●● ●

●
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積替保管施設（北広島エコファクトリー）
保管場所 ：北広島市北の里７０番5

面積 ：5.40㎡

種類 ：廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず（廃OA機器、廃家電）

保管上限 ：6.912㎥

保管場所 ：北広島市北の里７０番5

面積 ：3.80㎡

種類 ：金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず（廃蛍光管）

保管上限 ：4.00㎥

保管場所 ：北広島市北の里７０番5

面積 ：1.12㎡

種類 ：汚泥、金属くず（廃乾電池）

保管上限 ：0.20㎥

保管場所 ：北広島市北の里７０番5

面積 ：2.97㎡

種類 ：ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず（グラスウール）

保管上限 ：4.45㎥

保管場所 ：北広島市北の里７０番5

面積 ：0.66㎡

種類 ：廃油（潤滑油系廃油）

保管上限 ：0.36㎥

保管場所 ：北広島市北の里７０番5

面積 ：0.66㎡

種類 ：廃酸（写真漂白廃液）

保管上限 ：0.24㎥

保管場所 ：北広島市北の里７０番6

面積 ：4.18㎡

種類 ：廃アルカリ（写真現像液）

保管上限 ：2.16㎥

保管場所 ：北広島市北の里７０番7

面積 ：4.62㎡

種類 ：金属くず、廃プラスチック類（使用済みペンキ缶）

保管上限 10.16㎥

保管場所 ：北広島市北の里７０番8

面積 ：3.08㎡

種類 ：廃プラスチック類、廃油（廃ウエス）

保管上限 ：3.34㎥

保管場所 ：北広島市北の里７０番9

面積 ：2.20㎡

種類 ：ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、金属くず、廃プラスチック類、（商品陳列ケース）

保管上限 ：4.40㎥

保管場所 ：北広島市北の里７０番10

面積 ：7.70㎡

種類 ：廃プラスチック類（発泡スチロール）

保管上限 ：16.94㎥

10
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1

2

3

4

5

6

7

8

9
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（５）保有車両
保有車両台数一覧表（認証対象事業所）

（６）処理設備（認証対象事業所）

圧縮
梱包機

9

規格・仕様

ウエノテックス
二軸破砕機

破砕機 US-30-13

3

計量 6段印字

別紙添付

カタログ
値

13ton/h

尾上機械
ﾊﾝﾏｰｸﾗｯｼｬｰ

株式会社オリエント
T竪型粉砕機

別紙添付

外形寸法

1970×2885×2870

計量能力
50tまで

圧縮
梱包機

東北営業所

梱包寸法

東北営業所

北広島
エコファクトリー

古紙

別紙添付

北広島
エコファクトリー

圧縮
梱包機

外形寸法

TCP-150

梱包寸法

UC-160型

バルツ150型
（WALD-150）

（VMNT-125）
0013-FS010

SW770HEB100HP
ジャンボプレス機

破砕機

1.5t/h

圧縮
梱包機

クランプリフト

2計

ｷｬﾌﾞｵｰﾊﾞｰ バン ﾌｯｸﾛｰﾙ

(1000×1000×1800)

2

計量

計量

株式会社昭和
ジャンボプレス

ショベルローダ

11

3フォークリフト

ｶｯﾀｰ形状:ﾃﾞｨｽｸ式(3枚刃）
ｶｯﾀｰ幅:13mm

本体寸法:W1.7×H1.8×D1.0

別紙添付

単位mm

ｶｰﾄﾞ式　ｶﾅ仕様

6段印字

旭川支店

旭川支店

東北営業所

あんし
ん君

支店名

２ｔ～４ｔ未満

４ｔ～６ｔ未満

２ｔ未満

3

2

合計

1

2

2

4

1

1

パッカー車

4 2

川口紙工
ｵｰﾄﾏﾁｯｸﾍﾞｰﾗｰ

計量能力
15tまで

RS8型
ﾍﾞｰﾗｰｼｽﾃﾑ

8

1

26

3

2

3

7

4

1

メーカー
品　　名

別紙添付

ウエノテックス
一軸破砕機

4

計

ホイールローダ

形 式 等

SW670D70HP
ジャンボプレス機

SP-150

単位mm

6

8

3

用途等

1

単位mm

エー・アンド・ディ
トラックスケール
インジケータ

東京自働機械製作所
ﾀﾑ･ﾍﾞｰﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

田中衡機工業所
トラックスケール
データ処理システム

5

4 ６ｔ～１０ｔ未満

3300×3700×4100

計量能力
40tまで

１５３ＨＰ
ｵｰﾄﾏﾁｯｸﾍﾞｰﾗｰ

AD－４３５０

ｶｰﾄﾞ式　ｶﾅ仕様

ｶｰﾄﾞ式　ｶﾅ仕様

6段印字

北広島
エコファクトリー

北広島
エコファクトリー

北広島
エコファクトリー

北広島
エコファクトリー

株式会社昭和
ジャンボプレス

株式会社クボタ
ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ

8

1

１０ｔ以上

2

1

1

形状(最大積載量)

能力

古紙

(1000×1100×FREE)

単位mm

梱包寸法

(1000×1000×1800)

備考

破砕機

粉砕機

梱包寸法

(700×800×1800)

古紙

外形寸法

3200×3200×3500

別紙産廃
許可証参

照
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（７）処理工程

　1.各作業フロー概要

　一般古紙：回収処理作業フロー概要　東北営業所・旭川支店・北広島エコファクトリー

トラックスケール
計量

一般古紙の入荷

指定場所で
積替保管

契約処理先
他事業所へ搬入

一般古紙：回収処理作業フロー概要　北広島エコファクトリー（古紙破砕品）

産業廃棄物：積替保管作業フロー概要　北広島エコファクトリー

一般古紙の入荷
トラックスケール

計量
搬入・保管

選別・破砕
圧縮・梱包

保　　管 出　　荷

産業廃棄物入荷

出　　荷
トラックスケール

計量
搬入・保管 選別・圧縮・梱包 保　　管
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産業廃棄物処理フローチャート　【北広島エコファクトリー】

再生樹脂原料
（売却）

再生樹脂原料
（売却）

再生鋼材原料
（売却）

金属くず

トラックスケール

※計量

保管場所

破砕施設

RPF製造
（小樽ｴｺﾌｧｸﾄﾘｰ搬入）

破砕機
MS-100

処理能力
（ガ・コ・陶磁器くず）

1.44ｔ/日

破砕施設

破砕機
MS-100

処理能力
（廃プラスチック類）

0.576ｔ/日

破砕施設

破砕機
MS-100

処理能力
（プラ金属混合）

0.21ｔ/日

処理能力
（金属くず）
0.12ｔ/日

廃プラスチック類
金属くず混合

トラックスケール

※計量

保管場所

トラックスケール

※計量

保管場所

トラックスケール

※計量

保管場所

廃プラスチック類

破砕施設

破砕機
MS-100

再生鋼材原料
（売却）

圧縮施設

圧縮・梱包機
SW770D100HP

処分委託
（最終処分）

RPF製造
（小樽ｴｺﾌｧｸﾄﾘｰ搬入）

再生鋼材原料
（売却）

古紙破砕処理装置
竪型粉砕機

ガ・コ・陶磁器くず

圧縮施設

圧縮・梱包機
SW770D100HP

処理能力
（廃プラ類）
110.05ｔ/日

再生樹脂原料
（売却）

処分委託
（破砕・選別）

繊維くず

トラックスケール

※計量

保管場所

破砕施設

破砕機
UC-160

金属くず 紙くず

圧縮・梱包機
SW770D100HP

処理能力
（紙くず）
95.20ｔ/日

保管場所

破砕施設

破砕機
UC-160

処理能力
（紙くず）
4.00ｔ/日

破砕・圧縮施設

※計量※計量

処理能力
（紙くず）
27.2ｔ/日

圧縮施設

処理能力
（繊維くず）
3.36ｔ/日

処理能力
（繊維くず）
38.07ｔ/日

再生繊維原料
（売却）

RPF製造
（小樽ｴｺﾌｧｸﾄﾘｰ搬入）

敷料
（売却）

破砕施設

破砕機
UC-160

処理能力
（金属くず）
4.24ｔ/日

RPF製造
（小樽ｴｺﾌｧｸﾄﾘｰ搬入）

処分委託
（破砕・選別）

再生繊維原料･再使用

（売却）

汚泥処理助剤
（売却）

燃料チップ
（売却）

保管場所

破砕施設

処理能力
（木くず）
4.32ｔ/日

破砕機
UC-160

処理能力
（廃プラ類）
4.40ｔ/日

破砕施設

廃プラスチック類 木くず

トラックスケール

保管場所

混合廃棄物
（廃プラ・金属）

※計量

トラックスケール

※計量

保管場所

トラックスケール

破砕機
UC-160

処分委託
（破砕・選別）

トラックスケール

※計量

保管場所

破砕施設

破砕機
UC-160

処理能力
（金属くず）
4.24ｔ/日

トラックスケール
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2.各処理実績数量

2021年4月～2022年3月　各品目扱数量　東北営業所・旭川支店・本社・北広島EF合計

廃ＯＡ機器、廃家電

0.00 t

0.00 t

0.03 t

0.00 t

0.00 t

木くず 破砕

廃蛍光管

混合廃棄物１
（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・紙）

369.67 t

71.91 t

一般古紙

産業廃棄物中間処理

0.00 t

890.45 t収集運搬実績合計

混合廃棄物２
（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・金属）

117.06 t

使用済ペンキ缶

50,682t

10.45 t汚泥

0.08 t

9.98 t

16.10 t

4.69 t

商品陳列ケース

廃ウエス

275.57 t

2.28 t

11.38 t

46.76

破砕 22.68

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック

紙くず

木くず

金属くず

発泡スチロール

ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ
・陶磁器くず

1.25 t

混合廃棄物（ﾌﾟﾗ金属） 中間処理後売却 0

小計

廃プラスチック類
圧縮 590.51

破砕 36.7

紙くず

圧縮

中間処理後売却 7.47

中間処理後RPF化 53.87

紙くず
中間処理後古紙敷料化 384.07

破砕・圧縮 342.15

中間処理後RPF化 27.52

木くず 中間処理後ﾊﾞｲｵﾏｽ燃料化

廃乾電池

0.11

金属くず 中間処理後売却 1.76

0.11

金属くず 破砕 1.76

474.8

合計 1044.72

産業廃棄物収集運搬処理（積替保管含む）

繊維くず
圧縮 0

破砕 0

ガラス・コンクリート・陶磁器くず破砕 4.05

混合廃棄物（ﾌﾟﾗ金属） 破砕 0

内
再
資
源
化

廃プラスチック類
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3.環境経営方針
東環第１号 

 

ＥＡ２１環境経営方針 

 

株式会社丸升増田本店は、古紙の収集運搬及び・圧縮梱包・破砕の事

業、産業廃棄物の収集運搬事業、産業廃棄物の中間処理事業に於けるエ

ネルギー消費量が、最大の環境負荷の要因となっていることを理解し、

環境経営システムを構築し、運用し、継続的改善に努め、環境保全に取

り組みます。 

 

1. 事業活動を通じて、資源再生化をより促進し、地球環境の汚染の

防止に努めます。 

 

2. 無理・無駄を省いた車両運行により燃料消費を抑制し、CO2 排出

量の低減に努めます。 

 

3. 工場の効率的な運営により、電力や水資源の仕様抑制及び廃棄物

抑制に努めます。 

 

4. 法的要求事項及び組織が同意するその他の要求事項を遵守する

と共に、行政の方針、政策、環境の保全に努めます。 

 

5. 従業員及び関係者に対する知識の普及啓蒙に努めます。 

 

6. この環境方針は従業員に周知すると共に社会に公表します。 

 

 

２００７年１１月１日 制定 

２０１９年１１月１日 改訂 

株式会社丸升増田本店 

代表取締役 内山恭子 

使用抑制及び廃棄
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4.環境経営目標

１，環境経営目標は、２０１９年度を基準とする。

電気事業者別排出係数は令和2年1月７日公表 平成30年度実績
東北営業所：0.522、本社・旭川支店：0.643 北広島EF：0.335にて算出

年度 実数 基準値 中長期目標

項目 2019年度 原単位

0.061 0.061 0.061 0.0600.061
0.062L/t

-0.5% -1% -1.5% -2% -2.5%

削
減

①　ＣＯ２排出量 1,089,605kg-co2 21.007kg-co2/t
-0.5 -1% -1.5% -2% -2.5%

20.902 20.797 20.692 20.587 20.482

エ
ネ
ル
ギ
｜

投
入
量

購入電力 774,153kWh 14.925kWh/t
-0.5% -1% -1.5% -2% -2.5%

14.851 14.776 14.701 14.627 14.552

化
石
燃
料

灯油 3,204L

燃油 228,999L 4.415L/t
-0.5% -1% -1.5% -2% -2.5%

4.393 4.371 4.349 4.327 4.305

LPG 3,718kg 0.072kg/t
-0.5% -1% -1.5% -2% -2.5%

0.071 0.071 0.071 0.070 0.070

⑥ 公道の清掃 － 件 - - - - -

② 上水+地下水 246m3 0.005m3/t ±０％ ±０％ ±０％ ±０％ ±０％

③ 廃棄物排出量 259t 0.005t/ｔ
0.5% 1.0% 1.5% 2.0% 2.5%

0.0050 0.0050 0.0051 0.0051 0.0051

51,869t 51,869t
0.5% 1.0% 1.5% 2.0% 2.5%

52,128 52,388 52,647 52,906 53,166

⑤ グリーン購入 － 件 - - - - -

項目 2019年度 単位 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

維
持

⑦ 産廃収集運搬量 1,610 t ±０％ ±０％ ±０％ ±０％ ±０％

⑧ 産廃中間処理量 1,806 t ±０％ ±０％ ±０％ ±０％ ±０％

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

※古紙取扱量の増加により、CO２排出量・購入電力・軽油消費量は削減出来ないので原単位

　目標を評価で採用する。産業廃棄物の業務は原単位評価を行っていない。化学物質は取り扱っていない。

年度 基準値 中長期目標

増
大

④ 古紙扱い量

① ＣＯ２・購入電力・化石燃料の削減は、表に示す。

② 地下水は、製造ラインでも使用するが推計値のため、±0%（参考値）とする。

③ 廃棄物の排出量は、古紙に伴って搬入されるため、古紙と同率とする。

④ 古紙の扱い量は、表に示す。

⑤ グリーン購入は、会社の能力の範囲で可能性のあるものを適宜実施することとする。

⑥ 東北営業所は西部工業団地入り口周辺の清掃の実施。旭川支店は公園の清掃を適宜実施する。本社

は植樹を実施する。

⑦ 北広島エコファクトリーは敷地周辺の清掃と顧客主催の植樹にも積極的に参加する。
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5.環境経営計画

古紙取扱数量の増加

グリーン購入の推進

目標項目

消費電力の削減

燃料使用量の削減

灯油

ガス

給排水量の削減

具体的な取組内容

・冷暖房温度の調節(冬季２３℃・冷房２８℃以上 温度計表示）  （本社のみ）

・エコドライブの徹底
　穏やかアクセル、定速運転、エンジンブレーキ、
　エアコンＯＦＦ、アイドリングストップ、余裕運転、
　点検整備、不要荷物、迷惑駐車、燃費把握

・暖房温度の調節(冬季２０～２３℃)
　（本社除外）

責任者

・手洗いトイレ使用時の節水

・車両洗車時の節水

・場内散水時の節水
　（本社除外）

・トイレ使用後の消灯

本社
三塚

北広島
細川

旭川支店
土田

東北
外崎

担当者

・給湯機器の適正利用

北広島 細川
旭川支店 土田

東北 外崎
各営業担当

・未回収古紙の掘り起こし

・事務用品はエコマークの製品を積極的に採用

・事務所退出時の節電、消灯

・ベイラー運転停止時の主電源のオフ
  (本社除外)

・工場内照明の節電
　（本社除外）

・各破砕機の効率の良い運用（空転等の抑制）
　（本社・旭川除外）

管理部
部長
三塚

本社
三塚

北広島
細川

旭川支店
土田

東北
外崎

本社
上村

北広島
細川

旭川支店
土田

東北
外崎
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6.環境経営目標の実績

2019年度の環境経営目標の実績
原単位評価

１．環境経営計画の取組結果とその評価
4月1日～3月31日の2019年基準値と2021年実績

kg-co2/t

kg-co2

取組評価（原単位）

２.次年度の取組内容

0.062

購入電力 14.925

⑤ グリーン購入

0.005

kWh/t

3.865 88.4%

78.3%

適宜実施

0.068 95.4%

実績 目標値差

2019年度基準値

20.797 15.901 76.5%

14.776

灯油

m3/t

エ
ネ
ル
ギ
｜

投
入
量

増
大

② 上水/地下水 0.005

単位

21.007

0.005 0.006

13.291 90.0%

0.072

L/t

L/t

― ―

化
石
燃
料

2021年度実績(2021年4月1日～2022年3月31日)

③ 廃棄物排出量

④ 古紙扱い量

削
減

t/t

4.371

0.005

LPG

1,089,605.045

燃油 4.415

0.002 45.2%

kg/t

項目 目標値

t 52,388 50,682

―

121.7%

0.061 0.048

51,869実数

0.071

原単位

96.7%

①　CO2排出量
実績実数 805,882.752 kg-co2

⚫ ＣＯ２排出量： 4.90kg-co2/t減少した、古紙発生量が大きく減少したが、効率化が図られ電力使用が大幅に減少。

⚫ 電力使用量 ： 1.48kWh/t減少した。北広島エコファクトリーの削減が著しい。

⚫ 灯油使用量 ： 0.013L/t減少。東北営業所の削減量の効果が大きい。

⚫ 燃油使用量 ： 0.505L/t減少。昨年同様、新型コロナ影響が大きいが、省エネドライブとアイドリングストップの徹
底する。

⚫ ＬＰＧ使用量 ： 0.003kg/t減少。本社のガスヒートポンプ冷暖房システムの使用頻度が高く、温度設定に一層心掛
ける。

⚫ 古紙の発生量とともに、北海道における冬期間の道路状況（除雪、排雪、渋滞等）による時間的
制約も多く、燃油消費とCO2排出削減の意識を一層高めるために原単位管理を継続して行く。

⚫ 古紙取扱いの爆発的な伸びや特需は基本的に期待出来ないため、様々なランニングコスト抑制に
向けた取り組みが必要なため、従業員教育は計画・臨時含め啓発意識を持って取り組む。

A) 古紙取扱い量と機密書類処理量増加に向けた営業体制の再構築と、集荷効率の改善に向けた外部委託も

含めPDCAの実施。

B) エコアクション21の他拠点拡大も引き続き検討する。

C) 環境目標の達成と環境活動そのものの意義と意識に対する教育の実施。また、その必要性の啓蒙活動を

実施。

D) ルート回収の見直しを一層図り、すべてにおいてムリ・ムダ・ムラを排除する。

E) ウイズコロナとなりつつあり行政の環境展示やイベントなどが再開された際には、積極的に参加し啓蒙活動

を実施する。
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7．環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
１.環境関連法規等の遵守状況並びに改正等について行政機関のHP等で2021年8月31日チエック確認した。

２.適切に遵守していることを評価した。 遵守点検20201年8月31日

３.環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局から違反等の指摘は、過去３年間ありません。

 また、訴訟の事実もありません。

8．代表者による全体評価と見直し

確認結果

○

○

○

○

○

電気の使用の平準化に資する投資の検討（デマンド管理など）
車両重機の更新の際にエネルギー使用の合理化も含め検討

車両の排ガス・騒音の防止

指定可燃物の保管基準

「グリーン調達指針」および個人情報保護法の「安全管理措置」を
ガイドラインの考え方の基本とする

要求事項

北海道循環型社会形成推進

廃棄物処理法

大気汚染防止

省エネ法

道路運送車両法

消防法・条例

○

拠店所在地の廃棄物の処理及び清掃
に関する条例

産廃の委託先の調査・記録

に関する条例

主な適用法規

拠店所在地の

火災予防条例

リサイクル対応型機密文書処理
ガイドライン

○

○

○

貯油施設等の届出（重機燃料保管など）
指定可燃物の保管場所の設置

産廃排出・委託契約、収集運搬・処理基準・保管施設・マニフェスト管
理

車両排ガスの基準順守

減量化及び資源化に努め、廃棄物を自ら処分するように努める

【環境経営方針】 変更有無 ⇒ なし

当社の事業内容がエコアクション21の基本理念にある環境への取り組みを生業としているため継続する。

【環境経営活動計画】 変更有無 ⇒ なし

当社の事業は、回収車両での化石燃料の使用、回収古紙の圧縮加工による動力の使用、それらを利用する従業

員の日々の活動によるその他資源の使用と限られているため変更なし

【環境経営目標】 変更有無 ⇒ あり

④ 古紙扱い量の増大

昨年度、現状に合わせ古紙扱い量の目標を下方修正したが本年度も未達成のとなってしまった、小さな取りこぼしも

見逃さないよう改めて見直す。

代表者の総評

近年、様々な環境の変化があります、２０１９年頃からの中国を始めとする古紙輸出市況の変化、２０２０年か

らの新型コロナによる未曾有の世界的な危機が落ち着き出した二年目を迎えた２０２２年２月にウクライナの隣

国による侵攻が始まってしまった。

まだまだ不透明なため、2021年10月に持続可能な開発目標（SDGs）達成に向けた取り組みとして採択した８つ

の目標達成に向け業務に取り組む。
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